
心臓カテーテル検査は循環器学における侵襲的検査の代表であり，生
活習慣病罹患率が増加する今日，最終診断法として避けて通ることがで
きない．虚血性心疾患の増加，人口の高齢化さらに経皮的冠動脈インタ
ーベンション（PCI：percutaneous coronary intervention）・冠動脈バイパス
術（CABG：coronary artery bypass grafting）の発達が心臓カテーテル検査
の適応を拡大しつつある．さらに，経皮的血管形成術（PTA：percutaneous

transluminal angioplasty）の進歩とともに，末梢血管造影を行う症例も増
加しており，心臓カテーテル検査と同時に行う必要性が生じている。
マルチスライス CT などの非侵襲的検査が目覚ましい進歩をとげてい

る 21 世紀においても，心臓カテーテル検査は心臓・血管疾患の診断・
治療に必要欠くべからざる手技となっている．
本書は，激動の PCI era において，これから心臓カテーテル検査（心カ

テ）・経皮的冠動脈インターベンション（PCI）を学ぼうとする医師のみ
ならず看護師・検査技師の方々まで，また，PCI の初心者から中級者の方
まで，幅広く活用していただけるものと確信している。日常の診療に役
立てていただければ幸いである．
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循環器疾患治療の進歩はめざましく，第 2 世代の薬剤溶出性ステント
（DES：drug eluting stent）も，本邦で 2009 年から使用可能となった。虚
血性心疾患の治療として，経皮的冠動脈インターベンション（PCI：per-

cutaneous coronary intervention）・冠動脈バイパス術（CABG：coronary ar-

tery bypass grafting）を施行するには，心臓カテーテル検査が必須である。
さらに，対象患者の高齢化は検査時の事故発症率を増加させる可能性が
ある。また，閉塞性動脈硬化症（ASO：arteriosclerosis obliterans，PAD：
peripheral arterial disease）の症例に心カテを行い，心臓の評価を同時に行
う必要性も認められ，心カテのスタイルも変わりつつある。
そこで本書では，拙著「心カテーテル法マスターガイド」と「PCI マス

ターガイド」を合併させ，経橈骨動脈アプローチ法にまで言及した。こ
れから，心臓カテーテル検査・PCI を始めようとする医師・看護師およ
び検査技師の方のみならず，中級者の方々にも使いやすいものとなった
と自負している。より安全で確実な心臓カテーテル検査・PCI 施行の一
助となれば幸いである。

2011 年 1 月
府中恵仁会病院心臓血管病センター

宇井進
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